
福知山まち・ひと・しごと・あんしん創生有識者会議 分科会資料 

ワークシート 

 

 ５月に行いました分科会について様々な御意見をいただきました。 

次回の分科会では下記のテーマで意見交換ができればと考えています。前回ご提出いただい

たワークシートの「今していること」を中心としてディスカッションペーパーの「資源に付

加価値・磨きをかける」「何が必要か」の視点の掘り下げをしたいと考えています。 

ご提出いただく場合は、企画課メールアドレスに送付いただくか、同封している返信用封

筒でお送りください。様式は問いませんが、テーマのタイトルと氏名は必ず明記してくださ

い。期限は６月２４日（水）まででお願いします。 

 

Ⅰグループ 

●この地域でできる、稼ぐ（売れる）モノづくり（価値の創造）を「連携や循環」について

報告いただいた事例を基に掘り下げてください。 

（とりなご・地場野菜・小豆の選別機など・漆とバス・ファッションなど） 

●福知山（丹波）ブランドの効果的な発信について提案してください。 

（農作物・観光スポット・伝えるから伝わるに） 

Ⅱグループ 

●大学・高校の活用について事業を提案してください。 

（各種クラブ活動・ボランティア・街かどカフェ・スイーツ甲子園など） 

●福知山でできる人と人が交わる交流型観光政策の具体例を提案してください。 

（農家民宿・インバウンド・京阪神・スイーツ・体験型など） 

Ⅲグループ 

●Ｉターンの移住策について「住居」をキーワードに提案してください。 

（空き家の活用・シェアハウス・お試し居住など） 

●「居場所」「つながる」をキーワードとした子育てにやさしいまちにするための提案をし

てください。 

Ⅳグループ 

●それぞれの地域で暮らし続けるために必要なことは？ 

（中心市街地・田舎別に） 

●ふるさとを好きになるには？ 

（郷土愛を育もう） 

●災害対応や防災活動など自分の命は自分で守る・自分たちの地域は自分たちで守るという

意識を高めるために必要なことは何ですか。 

（防災ベスト・消防団・防災訓練など） 

 

※関連のある項目の記述のみで結構です。（箇条書きなど簡単な記述でもＯＫ） 


